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編集後記

　関係者一同のご協力により、九州大学極低温実験室だよりNg．3の発行となり

ました。今回も極低温物性を軸に。興味深い内容の記事が多数掲載されており

ます。ご多忙中に原稿をご執筆いただいた皆様に深く感謝いたします。

　私は化学の研究室で磁性を研究しており、極低温施設は学生時代から10年

以上利用させていただいています。最近は、長年同じような研究を続けている

たあ、知識の偏りを非常に気にしております。極低温実験室だよりは幅広い分

野の研究成果を掲載しており、寒剤を利用した研究のスペクトルの広さと奥深

さを知ることができます。特に装置に関するレポートでは、市販の装置をその

まま用いているだけでは分からない工夫の数々に感心するばかりです。また、

知識を広げるだけでなく、新たな観点を発見するきっかけも与えてくれるもの

で、個人的に毎号楽しみにしております。

　2年程前にカナダの研究伸間から「アメリカがヘリウムを輸出制限して、液

体ヘリウムが販売されなくなる」というメールを受け取りました。結局は状況

が改善され杞憂に終わったのですが、ヘリウムが希少資源であると再認識する

と同時に、極低温施設のありがたみを実感した一件でありました。ff本では、

国内資源としてのヘリウムガスは皆無に近く、完全に海外に依存しています。

また、ヘリウム資源としての天然ガスは主にテキサスなどアメリカ南部で採取

されており、今後このような事態がないとも限りません。前号の堀田さんのレ

ポートにもありましたように、日々極低温施設からの液体ヘリウムを使用して

いる者として、気化ガスのリサイクルには十分留意して研究に活用せねばと思

う次第です。
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